



























　　　W=P eF（u, z）,  P=（1+μ）W
　　　            （-, +）
ここに，貨幣賃金率W，予想物価水準 P e，失業率 u，制度的要因 z，現実の物価水準 P，マークアップ
率（利潤分配率）μである。Ynは自然失業率のときの産出量（以下自然産出量）とし，P
 e＝ Pのとき














pp. 151-154） は，Bから A’に移行する際，もっぱら AD - AS曲線と IS - LM曲線との対応関係に焦点
を合わせて論じている。しかし，上２式で表わされる総供給関数に注目すれば，マークアップ率が一定
であれば，失業率が自然失業率を上回っている限り，すなわち産出量が自然産出量を下回っている限り，










































































































年　　度 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992
総資本営業利潤率 4.6 4.5 4.7 4.3 3.8 4.3 4.7 4.6 4.6 4.2 3.3
売上高営業利益率 2.8 2.8 2.9 2.8 2.6 3.1 3.4 3.5 3.5 3.3 2.8
総 資 本 回 転 率 1.62 1.59 1.59 1.54 1.45 1.38 1.39 1.31 1.31 1.26 1.19
年　　度 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
総資本営業利潤率 2.5 2.5 2.7 2.7 2.5 1.9 2.3 2.9 2.4 2.6 3.0
売上高営業利益率 2.2 2.3 2.4 2.4 2.3 1.8 2.1 2.6 2.2 2.4 2.8






























暦　年 スプレッド（1） スプレッド（2） スプレッド（3）
1992年 1.597 － 0.411 1.1275 　0.6422
1993年 1.793 － 1.043 1.5165
1994年 2.336 － 1.428 1.9983 －0.3015
1995年 2.788 － 1.725 2.3401 －0.3863
1996年 2.782 － 2.410 2.6119 －0.6315
1997年 2.269 － 1.503  1.940 －0.0093
1998年  1.55 － 0.725 1.1445 　0.723
1999年 1.884 － 1.282  1.615 　0.202
2000年 1.697 － 1.262 1.4903 　0.274
2001年 1.339 － 0.98 1.2091 　0.430
2002年  1.494 － 0.9933 1.2741 　0.627
2003年 1.4918 － 0.4621 0.9747 　0.242
2004年 1.8386 － 1.2573 1.4888 　0.139






















































































































































































































































































































































































































　　　10　     0.014F                        F



























Blanchard, O. （2005） Macroeconomics, 4th ed., Prentice Hall Upper Saddle River, New Jersey．
Davison, P. （1994） Post Keynesian Macroeconomic Theory, Edward Elgar．
Eichner, A. S. （1976） The Megacorp and Oligopoly, Cambridge University Press．
Fongemie, C. A. （2005） “A note on Fisher’s equation and Keynes’s liquidity hypothesis”, Journal of Post Keynesian 
Economics, Vol. 27, 621-632．
Friedman, M. （1970） “A Theoretical Framework for Monetary Analysis”, Journal of Political Economy, Vol. 78, 
pp.323-337．
Friedman, M. （1977） “Nobel Lecture: Inflation and Unemployment”, Journal of Political Economy, Vol. 85, 451-472．
Kanao, T. （1999） “A Comparison of Japanese Corporate Finance between the High Growth Period and the Bubble 
Economy: Eichner-Kaleckian Modelling”, The University of Queensland Discussion Paper, No. 266, pp.1-27．
Kanao, T. （2005） “Keynes, Kalecki and the Japanese Economy”,『阪南論集　社会科学編』第40巻第２号，pp.17-29．
Kalecki, M. （1969） Theory of Economic Dynamics, Revised 2nd ed. Augustus M. Kelley, New York．
Keynes, J. M. （1973） The General Theory of Employment, Interest and money: The Collected Writings of John Maynard 
Keynes, vol. 7, London Macmillan．
Kregel, J. A. （2000） “Krugman on the Liquidity Trap: Why Inflation Won’t Bring Recovery in Japan”, Jerome Levy 
Economics Institute, Working Paper No. 298, March, pp.1-8．
Krugman, P. （1998） “It’s Baaack! Japan’s Slump and the Return of the Liquidity Trap” The official Paul Krugman Web 
Page （draft Brookings Paper on Economic Activity, No.2）, pp.1-59．
伊東光晴（2005）「景気上昇はなぜ起きたか」『世界』１月　岩波書店，47-63ページ。
金尾敏寛（2004）「ケインズ，カレツキおよび雇用保証政策」西日本理論経済学会編『環境政策と雇用政策の新展開』
勁草書房，115-137ページ。
川口弘（1977）『ケインズ一般理論の基礎』（新版）有斐閣。
堺屋太一（2004）「日中『工程分業』のすすめ」『Voice』５月，78-85ページ。
林文夫（2004）「構造改革なくして成長なし」岩田喜久男・宮川努編『失われた10年の真因は何か』（３版）東洋経済
新報社，1-15ページ。
星岳雄（2000）「なぜ日本は流動性の罠から逃れられないのか」深尾光洋・吉川洋編『ゼロ金利と日本経済』日本経
済新聞社，233-266ページ。
堀有喜衣（2005）「支援機関としての学校」小杉礼子編『フリーターとニート』勁草書房，95-143ページ。
吉川洋 （2000）「1990年代の日本経済と金融政策」深尾光洋・吉川洋編『ゼロ金利と日本経済』日本経済新聞社，
267-296ページ。
吉川洋（2003）『構造改革と日本経済』岩波書店。
吉冨勝（2005）「企業利潤改善テコに実現」『日本経済新聞』９月２日朝刊。
渡辺努（2000）「流動性のわなとインフレターゲティング」吉川洋・通商産業研究所編集委員会編『マクロ経済政策
の課題と争点』東洋経済新聞社，84-102ページ。
（2005年10月24日受付）
（2006年２月２日掲載決定）
バブル崩壊後の日本の不況の分析と対策をめぐって
Page:15無断転載禁止　
